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レッグは回転するシステム

フットボード＆脚部のセッティング
フットボード下のラジャスロッドの先端（左右とも）をメインポ
ストの接続部（穴）に差し込みます。次に三本のレッグを開き、
メインポストが垂直に立っていることを確認したら、ウイングボ
ルトを締めて、脚部を固定します(図1)。

スィーベリングレッグ
脚部は自由に回転させることができるため、ツインペダルをセ
ッティングする際には便利です。ウイングボルトを緩めれば、レ
ッグは簡単に回転します(図2)。
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注意 演奏の前に必ず脚部の安定を確かめてください。
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上部の組み立て
センターシャフトのネジ切り部を脚部の内部にある下部シャフ
トのナットのネジ穴に差し込み、止まるまでネジ込みます。そし
てカップのついている上部パイプを、脚部に上から差し込み、
ウイングボルトで固定します。2枚のハイハットシンバルの内、
ボトム用シンバルをハイハットカップにのせ、トップ用シンバ
ルはハイハットクラッチの2枚のフェルトの間にはさみ、ナット
で下から固定し、センター
シャフトに取り付けます。
上下のシンバルの間隔（開
き具合）は、ペダルを踏ん
で好みの位置に調整しま
しょう(図3)。 なお、リングス
トッパーはセッティング位
置の目安となるので、シン
バル全体の高さが決まっ
たら固定します。最後に、ダ
イカストジョイントのウイ
ングナットを締めて、上部
の組み立ては完了です。



強く弱く

スプリングのテンション調整
締めやすい大型ダイヤルで幅
広いスプリングテンション調
整ができるシステム。小刻み
に回転／ストップを繰り返し、
その変化を見た目で確認する
ことができます(図5)。
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ハイハットカップ角度調整
ノブを回してカップを傾け、上下
のシンバルの中の空気のこもり
を解消します(図4)。

＜その他の注意＞

各部の組み立てについて
セッティングに慣れていないうちは、脚部全体を床に寝かし、メインポス
トにラジャスロッドを差し込む方法もお試しください(図6)。

演奏後の収納について
演奏後は、当マニュアルの『脚部の組み立て』の項目を参照し、逆の手順
で各部をばらしてください。

パイプ固定用のアレンスクリュー
図のように、脚部のパイプはアレンスクリューで固定されていますが、演
奏中の振動でゆるむおそれがありますので、必ず点検し、よく締めてくだ
さい。

潤滑油の供給
チェーンやボルト、ナット、ヒンジなどには、まめに油をさすよう心掛けて
ください。
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注意
ホーローネジがゆるんだ場合には、付属の六角レンチで
締め直して下さい。また、チェーン、カムローラー、フット
ボードヒンジなどの可動部分には時おり注油(グリス等)
して下さい。  
ベアリングへの注油に、粘性の低い潤滑油のご使用はお
控えください。 
フットボードヒール裏面のゴムは、ほこりなどが付着する
とグリップ力が落ちてしまいます。その場合は湿らせた布
等で拭き取って下さい。

アレンスクリュー

メインポスト

ノブ

パール楽器製造株式会社
〒276-0034 千葉県八千代市八千代台西10-2-1

電話：047-484-9111（代）
http://www.pearlgakki.com

製品改良のため予告なくデザイン・仕様を変更する場合がありますので御了承下さい。
Printed in Taiwan.

-0701-


